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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、原油価格下落の影響や各種政策の効果などにより、企業収益の

改善や個人消費に持ち直しの兆しがみられるなど、緩やかな回復基調が続いています。しかし、中国をはじめとする

海外経済の減速長期化等による景気下振れリスクが存在し、先行きについては不透明な状況であります。

当業界におきましては、この様な景気不透明感や人材不足を背景に、依然として企業の効率化、省力化への動向は

継続しており、今後、事業再構築の手段としてアウトソーシングのニーズはより一層高まっていくと考えておりま

す。

 そこで当社グループは、経営方針にある「お客様への価値あるサービスの提供」として、顧客企業に対し給与計算

に係る人材、時間等の経営資源をより価値の高い本来業務へ転換していただくことによるコストの削減、顧客企業内

からの個人情報漏洩への対策等企業リスクの観点から、給与計算アウトソーシングの提案を行ってまいりました。同

時に、給与計算に付随するシステム開発という付加価値サービスの提案を行ってまいりました。

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績については、売上高は172,365千円（前年同四半期比18.8％増）、

営業利益は3,772千円（前年同四半期は営業損失847千円）、経常利益は4,195千円（前年同四半期は経常損失316千

円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,569千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失4,980千

円）となりました。

 当社グループはペイロール事業の単一セグメントであるため、事業の種類別セグメント区分を行なっておりませ

ん。この単一セグメントであるペイロール事業の業績は次のとおりであります。

 当第１四半期連結累計期間については、前連結会計年度に引き続き既存顧客との関係強化及び積極的な営業活動に

取り組んでまいりました。この結果、売上高については前年同四半期に比べ給与計算売上高は14.3％増、住民税処理

業務に係る売上高は29.4％増加したことにより、売上高合計では18.8％増加の172,365千円となりました。費用につ

いては、人件費率は若干上昇したものの、継続的な業務フローの改善及び販売費及び一般管理費の圧縮が図れたこと

により売上高営業利益率は2.8％改善されました。この結果、営業利益は3,772千円（前年同四半期は営業損失847千

円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は333,680千円となり、前連結会計年度末に比べ56,932千円減少

いたしました。これは主に住民税処理業務に係る売上高増等により売掛金が45,243千円増加した一方、2015年３月

期未払法人税等の納税及び住民税処理業務関連の費用の支払い等により現金及び預金が107,640千円減少したこと

によるものであります。固定資産は127,210千円となり、前連結会計年度末に比べ3,199千円減少いたしました。

 この結果、総資産は、460,890千円となり、前連結会計年度末に比べ60,132千円減少いたしました。

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は43,592千円となり、前連結会計年度末に比べ52,168千円減少い

たしました。これは主に給与計算基幹システム等の支払いにより未払金が19,388千円減少したこと及び2015年３月

期未払法人税の納税等により未払法人税等が13,793千円減少したことによるものです。固定負債は1,945千円とな

り、前連結会計年度末に比べ623千円減少いたしました。

 この結果、負債合計は、45,538千円となり、前連結会計年度末に比べ52,791千円減少いたしました。

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は415,352千円となり、前連結会計年度末に比べ7,341千円減少

いたしました。これは主に四半期純利益1,569千円を計上した一方、剰余金の配当9,549千円により利益剰余金が

7,989千円減少したことによるものであります。

 この結果、自己資本比率は89.7%（前連結会計年度末は80.8%）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2015年５月８日に発表いたしました2016年３月期（2015年４月１日～2016年３月31日）通期の連結業績予想に変

更はございません。

 なお、将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基 

づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適 

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、 

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す 

る方法によっております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2013年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 2013年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

2013年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2015年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2015年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 322,024 214,384 

売掛金 60,591 105,834 

繰延税金資産 2,170 2,218 

その他 6,235 11,921 

貸倒引当金 △409 △679 

流動資産合計 390,612 333,680 

固定資産    

有形固定資産    

工具、器具及び備品（純額） 10,179 17,481 

その他（純額） 11,803 3,278 

有形固定資産合計 21,983 20,760 

無形固定資産    

ソフトウエア 31,880 61,678 

ソフトウエア仮勘定 30,939 － 

無形固定資産合計 62,819 61,678 

投資その他の資産    

投資有価証券 12,704 11,981 

その他 32,902 32,790 

投資その他の資産合計 45,606 44,771 

固定資産合計 130,410 127,210 

資産合計 521,022 460,890 

負債の部    

流動負債    

買掛金 8,507 10,917 

未払金 30,238 10,850 

未払法人税等 17,096 3,303 

その他 39,918 18,521 

流動負債合計 95,760 43,592 

固定負債    

繰延税金負債 2,568 1,945 

固定負債合計 2,568 1,945 

負債合計 98,329 45,538 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2015年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2015年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 244,822 244,822 

資本剰余金 79,798 79,798 

利益剰余金 90,888 82,899 

株主資本合計 415,508 407,519 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,624 4,132 

為替換算調整勘定 924 1,573 

その他の包括利益累計額合計 5,548 5,706 

新株予約権 1,635 2,126 

純資産合計 422,693 415,352 

負債純資産合計 521,022 460,890 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2014年４月１日 
 至 2014年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2015年４月１日 

 至 2015年６月30日) 

売上高 145,047 172,365 

売上原価 104,374 126,715 

売上総利益 40,672 45,649 

販売費及び一般管理費 41,520 41,877 

営業利益又は営業損失（△） △847 3,772 

営業外収益    

受取配当金 300 217 

受取利息 46 15 

その他 252 190 

営業外収益合計 599 423 

営業外費用    

為替差損 68 － 

営業外費用合計 68 － 

経常利益又は経常損失（△） △316 4,195 

特別損失    

受託業務補償負担金 4,000 － 

特別損失合計 4,000 － 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△4,316 4,195 

法人税等 663 2,625 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,980 1,569 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△4,980 1,569 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2014年４月１日 
 至 2014年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2015年４月１日 

 至 2015年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,980 1,569 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2,606 △491 

為替換算調整勘定 △26 649 

その他の包括利益合計 2,579 157 

四半期包括利益 △2,400 1,726 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,400 1,726 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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